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１.はじめに

宮戸小学校は宮城県東松島市の南西に位置する、

宮戸島のほぼ中央に位置する高台にある、島に一つ

だけある公立学校として知られている。日本三景・

松島観光のスポットである「奥松島」として、民宿

経営や海苔生産を生業としている島民が多かった。

島唯一の松ヶ島橋により本土と接続していたが、

平成23年３月11日の東日本大震災で橋が崩落し、電

気や水道などのライフラインも停止して孤立状態と

なった。人口は震災前約970人ほどだったが、震災

後の現在（2013年10月）は400人台と激減してしま

った。

東日本大震災発生に伴う津波の高さは10mを超

えて、島に押し寄せた。高台にある本校の校門近く

まで迫った。島民の９割以上約900人が宮戸小に避

難し、教室や体育館が避難所として活用された。宮

戸島の４分の３の浜と家屋が津波で流され破壊され

た。しかし宮戸小の児童は、奇跡的に全員が無事だ

った。

現在、宮戸小は校庭に仮設住宅もあり、体育の授

業や休み時間などにおける児童の活動範囲が制限さ

れている。震災に伴う彼らの住環境や通学路の大き

な変化等は、心身へのストレスを生み出す要因とな

っている。

２.宮戸復興プロジェクトＣの始動（主題設定の理

由と指導方針）

保護者や教師は児童に対する心のケアを継続的に
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(図１）東松島の位置

(図２）宮戸島の位置
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行い、児童も目の前の現状を精一杯受け止めて、毎

日を送っていた。しかしながら身体や心のストレス

は、避難所や学校での生活において様々な形で現れ

ていた。

先の見えない不安に大人は憔悴しきっていた。大

人たちがかける子どもたちへの優しい言葉にも説得

力がなかった。そのような状況に突然追い込まれ、

不安や恐怖、悲しさなどを充分に受け止めてもらえ

ない子どもたちは、やり場のない感情を周りにぶつ

けるしかなかった。高齢者が所狭しと歩く避難所の

周りを自転車で暴走したり、低学年の児童に対して

訳もなく足蹴りをしたりした。保護者や教師は普段

の宮戸小児童の生活ぶりからは信じられないよう

な、光景を目にしたのである。純朴で優しく、学年

の分け隔てなく仲良く過ごす宮戸島の子どもたちで

は、あり得ない姿であった。

教師の中には、家族を失い家屋を流された者もい

たが、避難所対応や学校再開の準備などに追われて

いた。ついには過労で緊急搬送される教員も出てし

まった。この状況を何とかしなければならない。

生き残った私は、教師としてまた人間として、今

この宮戸島で何ができるのだろうかと自問した。５

月を迎えた。私にできることは、「学生時代から学

び続けている図画工作や美術の教育である」、そう

思った。そこで「子どもたちが夢と希望をもって学

校生活を送るために、10年後の宮戸島を図工で表現

させたい」と職員に呼びかけ、校長の指導の下、

「宮戸復興プロジェクトＣ（チルドレン)」を始動

させた。

プロジェクトＣの指導方針は次の３点とした。

①明日の宮戸に向けて、夢をもってのびのびと表

現する。

②子ども一人一人の希望につながる思いを大切に

する。

③家族、地域の人に自分の夢と希望（思い）が伝

わるものにする。

活動がスタートした。朝の授業前活動での学習タ

イムや図画工作科の授業時間、総合的な学習の時間

等を多角的に活用しながら、教師の専門性を生かし

た交換授業を取り入れ、全担任で指導を行う体制を

採った。

３.宮戸復興プロジェクトＣの活動計画

震災の影響でやむなく文化的行事や、地域の活動

が制限されてしまった。疲弊した学習環境下にある

ものの、総合的な学習の時間や生活科の指導時間等

も生かして、指導に際しては以下のとおりとした。

図画工作科という教科に震災を乗り越える価値

（力）があると信じて、１年間の活動計画を立て

た。
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(図３）Ｈ23、３/12震災直後の避難所の様子

(図４）専門性を生かして指導をしている様子


